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The KNCT Solar Car Project was started in 2010 as a part of practical engineering education. This 
project was carried out as a two-year plan under cooperation with faculty staffs and students. The 
aim of this project is to enhancement of environmental awareness and to improve a technical 
education. In this paper, the specific contents of improvement on machine performance and a 
summary of results participating to the Suzuka solar car race are described. As a result, It was found 
that the comprehensive manufacturing education is important and the practical case such as this 
project should be carried out lot more in the future. 
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1 はじめに 
本プロジェクトは，三重県鈴鹿市で開催される４時
間耐久のソーラーカーレースに出場することを目的と
し，平成 22年度に「鹿児島高専ソーラーカープロジェ
クト」として立ち上げられた．本プロジェクトは学生
と教職員が協働でものづくりを行う２ヵ年計画の取組
みであり，学科横断的に全学的な協力を得ながらソー
ラーカーの製作およびレース出場を目指すものである．
本論文は，前回の中間報告に続き，取組みの内容およ
び成果を報告するとともに２年間の取組みの総括を行
うものである． 
２ 実施体制 
本プロジェクトは，教員および技術職員の指導の下，
学生がマシンの設計や製作を行う．取組みに参加した
学生は，機械工学科の５年生および専攻科生であり，
特別研究あるいは卒業研究の一環として取り組んだ． 
教員はマシン設計における理論面でのサポートおよび
プロジェクト全般のマネジメントを行い，技術職員は
マシン製作における技術指導を行う．さらに，安全性
の確保という観点から，強度面で重要なパーツについ
ては外部の専門業者に製作を委託した． 
３ マシン設計 
前回，すなわち初年度においてはソーラーカーの製
作が初めてということもあり，設計を行うにあたって
の事前調査および安全性への配慮等に若干欠ける面が
あった．さらに，製作の場面においては作業時間が限
られていたということもさることながら，技術的なス
キルおよび人的パワーも不足していた．そこで，２年
目の取組みでは，取組みに携わる学生の数を増やし，
それぞれに明確な役割を持たせ，学生全員が責任を持
って仕事に取り組むことができるよう配慮した．以下
にマシン設計について具体的に述べる． 
（１）車両フレーム 
まず，今回の車両フレーム設計は前回のマシンをベ
ースとして進めることとした．図１に，前回マシンの
フレーム形状を示す．前回の車両は，横転時に搭乗者
を保護するロールバーがソーラーパネルのマウントを
兼ねる構造となっていた．しかし，このような構造で
はロールバーにかかる重量が大きくなり，強度的に問
題がある．また，ソーラーパネルを搭乗者の頭上に配
置したため搭乗者の乗り降りが困難であり，さらに，
車両の重心が高くなることで横風等の影響を受けやす 
†  鹿児島工業高等専門学校 機械工学科 
†２ 都市環境デザイン工学科 
†３ 電子制御工学科 
†４ 情報工学科 
†５ 技術室 
†６ 弓削商船高等専門学校 電子機械工学科 
− 1 −
鹿児島工業高等専門学校
研究報告　47（2012）
1〜4
 
   
 
図１ 前回の車両フレーム 
く，安定性および安全性に欠ける構造となっていた．
そのため，前回の大会ではこれらの点について大会運
営側から車検時に指摘を受けることとなった． 
今回の車両のフレーム材としては,軽量かつ丈夫で
耐食性も必要であるということから,昨年度と同様,ア
ルミ製の角パイプを用いた.また,前回車両の問題点の
一つである「車両が速度を上げると振動する」ことを
防ぐため,リジッド式であった前輪部を可動式のサス
ペンションを用いる構造に変更し,コーナリング時の
車体の傾きや路面の微小な凹凸にも対応できるように
した.フレームは様々な方向からの力に耐えるだけの
剛性が必要であるため,昨年度の車両と比べ角パイプ
による補強を増やした.図２に今回の改良型フレーム
を示す． 
 
 
図２ 改良型の車両フレーム 
レギュレーションの解釈の問題で,大会運営側から
指摘されていたロールバーに関して,改良型の車両で
は,第一ロールバーを高くし,連続した構造体に搭乗者
の肩まで完全に収まるようにした.また,フレーム後部
の角パイプを延長し,カウル後部の支えとなる部分を
追加した.さらに,搭乗者の搭乗スペースを確保すると
ともにサスペンション固定部の強度を向上させるため,
前輪部を前方へ移動させた.第２ロールバーの構造は,
前回のソーラーパネルのマウントを兼ねた形状ではな
く,搭乗者の保護のみを目的とする形状にした. 
（２）サスペンション構造 
次にサスペンション機構について述べる.前回の車
両のサスペンション機構は，前輪はリジッド式，後輪
は車軸懸架方式のスイングアーム式という形式を採用
していた.この形式を採用した理由は,サーキットの路
面状況が良いと考えていたためである.しかし実際に
サーキットを走行すると，旋回半径の小さいコーナー
でのバンク角が思った以上に大きかったり,ストレー
ト路面上にも僅かな凹凸があったりと，上述のサスペ
ンション機構ではそれらの状況に対応できていなかっ
た．そのため，速度を上げると振動が発生してしまい,
車両の挙動が不安定になってしまったことから,ある
速度以上の速度を出すことができなかった．そのため, 
今回前輪については高い剛性を持ち比較的軽量なダブ
ルウィッシュボーン方式を採用した.また,後輪は２輪
を一つのスイングアームで支える方式から,２輪をそ
れぞれ独立に懸架するトレーリングアーム方式を採用
した.これにより,バンク角が大きいところや路面状況
の悪い場所を通っても比較的安定して走行することが
可能となり,また,乗り心地も大幅に改善することがで
きた．図３に今回のサスペンション構造を示す． 
 
 
 
(a)フロントサスペンション 
 
(b)リアサスペンション 
図３ サスペンション構造 
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（３）カウル 
図 4(a)に前回車両のカウルを示す．前回は性能より
もデザイン性を重視し，曲面の製作が容易な FRP 樹
脂を用いて製作したが，カウル自体の重量が大きくな
ったことと，空気抵抗の大きい形状になってしまった
などの問題があった．今回は，それらの問題を改善す
ることと，ソーラーパネルをフレームではなくカウル
に貼り付ける構造としているため，カウルの材料とし
て加工性が良くかつ軽量であるプラスチックダンボー
ルを採用した．図 4(b)に今回のカウルを示す．カウル
の各パーツはレーザー加工により切り出し，前部，中
央部，後部に分割して，アルミのアングルを用いて接
続した．当初は，アングルを角部のみに入れていたが，
アングルがない部分でカウルの変形があったため，強
度確保のためさらにアングルを増やし補強を行った．
なお，ソーラーパネルの貼り付けについては，再利用
のことを考えビニルテープを用いて取り付けた． 
 
(a) 前回のマシン 
 
(b)今回のマシン 
図４ カウル形状 
４ レース結果 
次に，大会中の車検，予選，および本戦を通しての
状況について記述する． 
（１）第 1日目(平成 23 年 8 月 5日)：車検，予選 
天気予報では快晴となっていたが，車検直前に強い
雨が降ってきた．車両は雨天時を想定して対策を施し
ていたが，それでも不足している部分があったため追
加の防水加工を行った． 
図５に車検の様子を示す．車検ピット内でまず車両
の重量と寸法測定が行われ，続いてブレーキランプ等
の保守部品の検査と搭乗者による視界範囲の確認が行
われた．続けて，パドック裏の駐車場にてブレーキン
グのテストが行われた．通常は下り坂でのブレーキン
グテストであるが，雨天によるスリップを考慮して上
り坂でのテストとなっていた．しかし，著者らの車両
は規定の速度（35km/h 以上）に達しなかったため，
やり直しの指示を受けたが，再び加速不良であった．
そのため，急遽下り坂による試験となり何とかブレー
キングテストは通過した．しかし，ブレーキング時の
タイヤロックが影響し，路面との摩擦によりタイヤが
擦れて内側のワイヤが見えるほど摩耗してしまったた
め（図６），車検後にタイヤ交換が必要となった． 
 
図５ 車検の様子 
 
図６ タイヤの摩耗 
脱出テストは，停車してから規定時間内にサイドブ
レーキをかけて主電源ブレーカーを切り，シートベル
トを外して車両外に脱出できるかを検定するものであ
る．フレームの大幅な変更により，脱出テストは何の
問題もなく無事合格した．再び車検ピット内に戻り，
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シートベルトや消火器の安全装置の検査，大会で使用
するバッテリーの封印作業等が行われた．その後，搭
乗者 3 人の体重とバラスト重量の測定を行い，バラス
トを車両に取り付け封印作業を行うことで車検が完了
した． 
車検をパスした車両から，決勝のスターティンググ
リッドを決めるための予選走行が行われた．予選走行
では最低 3 周してタイムを出さなければならない.ま
た，本戦で搭乗する搭乗者はフリー走行で最低 1周は
走行する必要がある．第２搭乗者(森)がまず３周走行
し，予選タイムを出した．第１，３搭乗者(森薗，塚本)
は，バッテリーの消耗を考慮し，1 周のみ走行した．
フリー走行の際，審査官から走行風によるフロントボ
ディの変形を指摘され，改善を施すよう指示された．
フリー走行時の他チームの様子としては，整備不良に
より走行中に脱輪を起こし，横転する車両なども見ら
れた．予選の結果，著者らのチームは 40 台中 38 台目
のスターティンググリッドとなった． 
（２）第２日目(8 月 6日)：決勝 
走行戦略はチームごとに異なり，バッテリーの消耗
を考慮して低速で走行を行う車両や，前半はバッテリ
ー容量全てを使用して高速走行し，後半はソーラーパ
ネルの発電を頼りに走行する車両等，様々であった．
鈴鹿サーキットは高低差が 52m と大きく，上り勾配を
いかに高速で駆け上がるかが勝負どころとなる．その
反面，最終コーナからメインストレートにかけて長い
下り坂となるので，パワーの小さいソーラーカーでも
速度が増し，著者らの車両でも最高で 44km/h の速度を
出すことができた．第二コーナからスプーンカーブま 
では緩急織り交ぜた上り勾配のため，モータには大き
な負荷がかかり，その区間でバッテリーの消耗が多く
なってしまう．著者らのチームは，バッテリーのみで
４時間を完走できるよう全般を通してスローペースで 
走行する戦略をとった． 
図７ 走行中の様子 
レース終盤には，バッテリー容量を使い切った車両
がコース脇でしばらく充電してから再び走り出すとい
う光景も見られるようになった．著者らの車両はもと
もとバッテリーのみでも走り切るようにセッティング
していたため，順位は下位の方ではあるが無事に４時
間を走り切り，トータルの周回数２２周でレースを終
えた．表１にレース概要および結果を示す． 
結果として，著者らの車両は 4 時間で 22 周し，ク
ラス 40 台中 27 位という前回を上回る結果であった．
ただし，上位のチームは周回数が 40 周以上という桁
外れの性能を有しており，優勝したチームは 43 周と
いう驚異的な成績を残していた． 
表１ レース概要およびリザルト 
大会名 Solar Car Race Suzuka 2011 
CLASS ENJOYⅡ 
チーム名 鹿児島工業高等専門学校 
1st.ドライバー Y.MORIZONO 
2nd.ドライバー S.MORI 
3rd.ドライバー K.TSUKAMOTO 
コース 鈴鹿サーキット 国際レーシングコース
ラップ 22 周 
トータルタイム 4:07'40.499 
順位 27/40 
５ おわりに 
 本プロジェクトを遂行するにあたっては，自動車の
基本的な構造，安全性を考慮した設計，モーターの制
御方法，ソーラーパネルの性能等，様々な知識および
技術が要求され，かつそれらを統合する必要がある．
学生達にとっては自分の専門分野以外の事柄について
いかに多くのことを学び，活かせるかが鍵となる．こ
うした取り組みは，付け焼刃の知識では難しく，ある
程度の経験と実績が必要であり，取り組みの成否はそ
うした機会が普段の授業の中でどれ程与えられている
かにも左右される． 
このようなプロジェクトは，高専における実践的技
術者教育の集大成であり，目指すところである．もの
づくり教育の益々の発展には，教育方法の改善も含め
こうした取組みを継続し，かつ増やしていくことが望
まれる． 
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